イメージ ト ソッキョウ ヒョウゲン オ ヒキダス タメ ノ テアソビ ノ ジュウヨウセイ 1 : テアソビ ノ テンカイレイ オ モトニシタ ホイク ジッセン by 斉藤  葉子 & 大木  みどり
イメージと即興表現を引き出すための手遊びの重要性(1) 41
453－ －
イメージと即興表現を引き出すための手遊びの重要性(1)
Ⅰ．はじめに
表現Ⅱの授業・音楽Ⅳの模擬保育実習における実践
活動で、学生が保育教材制作・手あそび・ピアノ演奏
等を保育の展開に合わせ、発展させながら用いること
ができず困惑している様子が見られる。保育実習後に
実施したアンケート調査結果からも、保育実践におい
て保育内容における総合化や保育内容の展開が思うよ
うにできず、戸惑っている様子が伺える。手遊びは、
これまでの表現Ⅱの授業実践において、授業の中心的
素材として取り上げられている。また、保育現場の実
践においても手遊びは、重要な位置を占め、日常的に
保育の様々な場面に活かされている。保育の関わりに
おいて手遊びは、特に子どもの心に応答し、新しい遊
びを展開・発見していくために重要な役割をしている
と思われる。
一方保育は、「瞬時の判断・行動・理解」や子ども
との即興的な関わりが求められる実践の連続である。
即興的な関わりが求められる保育実践において、保育
者は、「身体的行為」としての「応答」と瞬時に適切
な判断と援助を行うことが求められてくる。「即興表
現」は、人間がイメージした世界を表現したいと思っ
たとき、「心の世界」がなにものかにより刺激を受け、
瞬時にあふれ出るものと思われる。また、「即興表現」
を通し人間の内的世界における表現の多様さと即興表
現の果たす役割の重要性に気付かされる。子どもとの
瞬時の関わりにおいても、「即興表現」が重要な要素と
なってくるものと思われる。
表現Ⅱの授業では、手遊びを素材として、「手遊びの
展開におけるイメージを引き出す活動」や即興表現を
中心とした実践活動を行っている。
本研究では授業での実践を通し、保育実践における
様々な保育の展開のプロセスについて探る。さらに実
践を通し、子どもの「心のサインを受け止めていく場」
を作り上げていくためのプロセスを探る。このことは、
幼児教育者・福祉従事者として専門職に就く学生にと
り、重要な取り組みと思われる。
Ⅱ．研究の目的と方法
本研究の目的は以下のとおりである。
１．手遊びの展開における事例をもとに、学生の様々
なイメージを引き出し、即興表現へ展開していくため
のプロセスを探る。
２．手遊びの素材としての可能性を展開事例をもとに
探る。
３．表現Ⅱにおける即興表現の重要性について考察す
る。研究の方法として、表現Ⅱの授業における「手遊
び」を素材として展開した授業実践例をもとに考察し
ていく。表現Ⅱの授業実践における基本的な考え方
及び「手遊び」についての捉え方について以下に示す。
茨表現Ⅱの授業実践の基本的な考え
表現Ⅱの授業実践において中核となるものは、「リ
ラクゼーション」・「コミュニケーション」・「即興表現」
－手遊びの展開例をもとにした保育実践－
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〔 要 約 〕
手遊びは様々な素材を入れて即興表現遊びを展開することが可能であり、新しい遊びの世界を広げる
ことができる。アンケート調査結果においても、実習の事前学習で最も役に立ったものとして、手遊び
があげられ、88.８％の学生が、「役に立った」と答えている。
表現Ⅱの授業における手遊びを素材とした表現活動は、色々なイメージが手遊びの実践活動の中から
生まれ、様々な遊びへと発展している。
「手遊びを素材とした即興表現活動」は、子どもの心に寄り添う関わりや子どもの心のサインを受け
止めていく、「遊びの場」を作り出しており、また、子どもの心に応答していくための重要な働きをし
ている。この実践は、将来、幼児教育者・福祉従事者として専門職に就く学生にとり、重要な取り組み
と思われる。
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羽陽学園短期大学紀要 第８巻 第４号（通巻30号）2010年２月
Bul.ofUyoGakuenColege,Vol.8,No.4,February2010
斉藤 葉子 大木みどり42
454－ －
である。
このことは、「表現活動における核」であり、同時
に日常の「保育実践活動」における基盤となるものと
考える。
表現Ⅱの授業において、はじめに、「こころとからだ
のリラクゼーション」を行う。自分が最も心地よくい
られる場所、空間を探し、自分が最もリラックスでき
る姿勢で横たわる。このような空間に身を置きながら
自分自身への気付きを促し、心地よさや違和感、自分
の身の回りの音や空気など、普段の生活の中では見過
ごしてしまいがちな、様々なことへ意識を向けていく。
時には、リラクゼーションの音楽を流し、曲のイ
メージから自分のイメージを重ね合わせて遊ぶ。表現
Ⅱの授業においては、こころとからだのリラクゼー
ションをしながら、コミュニケーションを図り、様々
な刺激に対して各自のイメージを即興的に表現してい
く。 この様な心と体を解放する活動は、自由に自己
の感情、考えを「表現する」ということにおいては、
基礎となる活動であるととらえている。
二つ目は「コミュニケーション」である。
こころとからだのリラクゼーションにおいて、自分
に気付いていくプロセスを体験していくが、これは他
者への気付きを促すことへも繋がっていく。
表現することにおいて、他者の存在に気付いていく
こと、他者の感情、考え、行動に気付いていくことは、
非常に重要なことである。
自分の存在だけにとどまらず、他者を意識すること
は、自分の中に他者の存在を受け入れ、コミュニケー
ションの基盤となるのである。
それぞれの存在、感じ方、考え方、表現されたもの
が相互に刺激し合い、関わり合うことによって様々な
気付きが促がされ、さらにイメージや表現が豊かに展
開していくことになる。
三つ目は、即興表現である。
心も体も解放された状態で、自分が感じていること、
様々な刺激に対して感じたこと考えたことを形や技術
にとらわれることなく自由に表現していく上で、「即
興表現」は必要不可欠な要素である。
幼児期であれば自然で自由な表現そのものが「即興
表現」であり、即興的な自己表現が子どものありのま
まの心の世界を表出しているものと考えられる。
また、「保育実践」は、子どもと、保育者を含めた
様々な環境との即興的で創造的な活動の連続によって
作り上げていくものである。事前の様々な経験や準備
の上に展開されていく活動ではあるが、それはやり直
しのできない瞬間、瞬間の繋がりの中で、保育者は子
どもとの関わりの中で瞬時の判断、行動が求められる。
保育は、保育者にとり、子どもとの即興的な関わりの
連続である。そのため、保育者は、保育実践において
「保育活動の身体性、瞬時に適切な判断と援助を行
う」ということが求められてくるのであろう。
津守真は「保育活動の身体性、瞬時に適切な判断と
援助を行う」ことに関連して、次のように述べている１）。
＜実践において次々に起こる出来事に対して保育者は、
反省的に考える暇はない。瞬間的に行うその場の理解
は、ほとんど無意識の内に体感によって行われる。そ
して身体の水準での応答の中に、保育者の理解の仕方
は表現される。子どもはそれを通して保育者の心を読
み取り、子どもとしての応答をすることになる。それ
に対して保育者は、また、自分の理解の仕方を持って
応答していく。これらのことは、瞬時の間に反省的に
意識の面にもちきたすことなく行われる。後になれば、
省察によって意識化されるような思索が、実践の場で
は身体の水準で行われているといってもよいであろう。
ことに保育者自身子どもの遊びに巻き込まれて夢中に
なって過ごしたときは、子どもとともに生きることの
できたときであると思う。その様な時には、そこで
起こったことは、ほとんど思い出せないくらいである
が、もっとも本質的なことが捉えられている時でもあ
る。＞
即興表現を重視した筆者らの視点と共通するものと
考えられる。
表現Ⅱの授業では、将来幼児教育・福祉従事者を目
指す学生が、「子ども達の遊びの原点」や「心と体に
対する気づき」等を探る実践活動を通し、現在の自分
自身を見つめることや将来の保育者としての視点を持
てるように取り組んでいる。この授業では、保育が知
識や技術だけにとらわれることなく、「保育」は自分の
感じ方、生き方とは別個のものではなく、「一体となっ
ているものである」という気付きを促し、育てること
を目的としている。それには学生自身が、子どもとの
活動において、イメージや楽しさを共有する遊びの体
験が重要である。その結果、保育実践で関わる子ども
達のイメージの世界が豊かになり、子ども達の遊びも
様々な世界へ膨らんでいくと考える。
表現Ⅱでは、そのための教材の一つとして「手遊
び」を中心とした活動を重視し、授業の中で様々な実
践を行っている。
また、学生は実習に事前学習・準備として、手遊び
の他に、パネルシアター・エプロンシアター・カップ
シアタ ・ー手袋シアタ ・ー折り紙・手作り楽器等の様々
な保育教材を製作したり、絵本や紙芝居の読み聞かせ、
集団遊びなども行っている。しかし、「保育教材は作
れるがそれらをうまく保育実践に活かすことができな
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い」との反省や模擬授業などにおいても学習の成果が
十分に活かしきれない実態がうかがわれる。
手遊びは手遊び、ピアノはピアノ、制作は制作、運
動遊びは運動遊びと言うように、一つの活動から様々
な活動、体験、遊びへの展開、発展がみられない。
たとえば、制作的な活動であれば作って、壁面装飾
で完成というように、その遊びの中で子ども達が体験
しているであろう、お話や音や、表現的・創造的な活
動への展開がなされていない。
学生が苦心して制作し準備した保育教材を有効に保
育の実践・展開へ生かしていくための土台・つなぎの
場となる活動が「手遊び」である。
芋表現Ⅱにおける「手遊びを用いた実践活動」につい
て
「手遊び」についての授業計画・内容について以下
に示す。
表現Ⅱは２年次前期の科目である。
手遊びについては、「音楽Ⅱ」（１年次）「音楽Ⅳ」
（１年次後期・２年次前期）の授業において、また各
自の実習の事前学習において「手遊びノート」を作る
などして学んでいる。また、「教育実習Ⅰ」及び「保
育実習Ⅰ（保育所）」の実習体験を通し保育場面での
実践経験もある。
表現Ⅱでは、保育実習直前の連休前に、手遊びを各
自何曲か出来るようにしておくよう課題を出し、事前
学習・準備をしておくように指導している。
表１に示すように、手遊びを素材とした活動は、
様々な手遊びを学生自身が自ら学び楽しむことから始
まり、それらをグループ活動を中心に、歌詞、動きの
変化、集団遊び・変身表現遊びへの発展、物を加えた
発展、音を加えた発展、そして、学生個人での総合的
な活動へと展開・発展させている。また、提出した「手
遊び」についての課題レポートをもとにしてグループ
ディスカッションを行うことにより、自分の体験を踏
まえ、特徴、子どもと遊ぶ上での配慮などにつての理
解を深めていく。
鰯「手遊び」について
二階堂邦子は「手遊び歌50」の中で手遊びの特徴を
以下のように述べている２）。
「手遊び」は、＜…どこでもできる。いつでもでき
る。誰でも出来る。特別な道具を使わずにできる。肌
の触れあいができる。社会性を養うことができる。音
楽感覚を養うことができる。手や指の器用さを高める
ことができる。集中力を養い、高めることができる。
運動遊び、楽器遊び、制作遊びなどに展開できる言
葉の面白さ・数の概念・抽象事項等の理解ができ
る。…＞
Pausewangは、著書の中で指遊びの特徴について次
表１ 表現Ⅱ授業計画・内容
内 容回
◎「こころとからだのリラクゼーション」
◎「手遊びの展開１―歌詞・動きの変化」
・４、５人のグループに分かれ、自分が知っている手遊びを出し合う。
・出し合った手遊びの中からグループで１曲決め、歌詞、動きを変化させ、発表する。
◎授業記録用紙に記録する。
１
◎「こころとからだのリラクゼーション」
◎「手遊びの展開２―集団遊び・表現遊びへの発展及び物を加えた発展」
・手遊びの集団遊び・変身表現遊びへの展開事例を体験する（「たまごたまご」「お弁当箱」等）
・グループで手遊びを１曲決め、集団遊び・変身表現遊びに変化させ、発表する。
・手遊びに物（新聞紙・紙テープ・アルミホイル・お花紙・ガムテープ等）を加えて、さらに展開させ、発表す
る。
◎授業記録用紙に記録する。
２
◎「こころとからだのリラクゼーション」
◎「手遊びの展開３―音を加えた展開」
・木質・金属質・ガラクタ等の様々な打楽器での音探しを楽しむ
・グループごと、自分の選んだ打楽器で即興的に響きあう
・グループごと手遊びを１曲決め、お話や動きを作り、物や音を加えて展開させ、発表する。
◎「手遊びの特徴・活動する上での留意点等についての課題」（グループでのディスカッション）
◎授業記録用紙に記録する。
３
◎「こころとからだのリラクゼーション」
◎「手遊びの展開４―個人での手遊びの展開発表」
・各自、手遊びを選び、お話や動きを作り、物や音を加えて展開し、３分以内にまとめ発表する。
・学生の自評・及び相互に感想意見を発表する。
◎授業記録用紙に記録する。
４
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のように指摘している３）。
１．指遊びは子どもが初めて獲得する最初の遊びであ
る。子どもの手足の動きにおける喜びは、まわりの
人々の表現と一体になっている。
２．指遊びは年長の子供に対し、遊びが持っている動
きと表現の喜びとともに、子どもの想像力を刺激す
る。
３．子どもは自分が即興的に遊ぶ遊びを継続させるた
めに、また、新しい物語を思いつくために大人の刺
激を必要とする。
４．指遊びは、全く固定した形を必要としない。
また、指遊びは子どもが楽しんで遊び、彼らの想
像力を刺激するだけでなく、器用さと知識を子ども
達に与えていくものである。それらは両手を器用に
し、子どもの語彙を豊かにして話し方を上手にし、
量と数の概念の基礎を理解させ、記憶力を高める等
の効果を持つ。
これらの文献においても手遊びは、子どもが周囲の
人や環境と「応答しあう場」を生み出す重要な働きを
していることが分かる。手遊びは子どもが即興的な遊
びを継続させ、遊びの中で新しい物語を思いつくため
の、保育者から提示される自然な刺激となっている。
一方、保育者にとり、手遊びは、子どものイメージ
の世界に触れ、子どもの心と「応答」していくための
関わりとして重要な働きをしている。このように考え
ると、手遊び自体の特徴が、保育における総合化する
ための要素を含んでいるものである。
筆者らは、「子どもの手あそびについて」準Ⅰ～準Ⅱ注１）
において、保育所における「手あそびの」活用の実態
と、その特徴・保育活動における有効性について、心
理・音楽・体育の各分野から分析考察し報告している。
また、「実習の事前事後指導」準Ⅰ～準Ⅵ注２）においても、
学生が事前学習として行うものとして最も多く、また
実際の保育実践においても最も多く活用されている実
態を報告している。使用されている曲数も30曲以上と
多く、活用の仕方も多様である。
学生にとって「手遊び」は、事前学習、保育実践に
おいても非常に身近で、自信を持って行うことができ
る保育教材である。
一方、保育場面においては、手遊びは子どもたちに
とっては楽しい遊びとして、保育者にとっては、楽し
い遊びの他に、活動の導入として、また集中させたり、
子どもを掌握したり、季節や行事を知らせるなどの目
的で、日常生活の様々な場面で数多く使われている。
「手遊び」は保育園での生活において、空気のよう
に意識しなくてもいつでも、どこでも、いつもそこに
ある遊びである。
「手遊び」は子ども、保育者、学生がともに楽しみ、
イメージを膨らませ、さまざまに展開していくことで、
さらに豊かな遊びの世界を共に創造していくことがで
きる非常に可能性を含んだ保育教材・遊びと言える。
このような手遊びの特徴を考えた時、「表現Ⅱ」の授
業において、保育の目的に沿って多様に変化させるこ
とが可能な手遊びを、子ども達のイメージを引き出し、
様々な遊びへと展開させていくことを体験し、保育実
践に活かしていくことは、子どもの遊びの世界を豊か
にし総合化していくための有効な一つの方法として重
要かつ意味のあることと思われる。
Ⅲ．結果と考察
次に、表現Ⅱの授業で指導者側がデモンストレー
ションとして提示している手遊びの展開例を示す。
茨手遊びの展開その１
事例１：手遊びの展開例「でんでんむしどこだ」
手遊び＜でんでんむし でんでんむし でんでんむし
どこだ＞はテキストでは左右に手を揺らすだけであ
るが、授業時に提示している実践例では、左右、前後、
または上下に両腕共に体を揺らし、体の上体の位置を
変化させながら動く。子どもや保護者のそばに近づき、
共にいる空間の雰囲気を変化させる。次に「はっぱの
上に」の部分では、テキストの手遊び表現は葉っぱの
上にカタツムリの形を指で作るしぐさだけだが、実践
例では「カタツムリを＜のそのそ動かし＞、「こんに
ちは。お名前なあに」、「こんにちは。朝ごはん何食べ
たの」等と子どもや保育者とおはなし遊びに発展させ
ている。
次に「はっぱ はっぱ はっぱ はっぱ はっぱは
どこだ」の歌詞では、「この枝の下に ぱっ」と腕の
下にはっぱを咲かせて終わっているのを、そこから二
通りの展開形にしている。
一つは「どすこい どすこい」とはっぱの形にして
木の枝に咲かせた手を、＜どすこい どすこいとお相
撲さんのしぐさ＞に変形して小さい子どもとお相撲さ
んごっこに展開させ、「オットット負けたあ」などと展
開していく。
もう一つは、「この枝の下に ぱっ」と広げた葉っぱ
の手を今度は、「じゃんけんポン」とじゃんけん遊びに
展開していくものである。
さらに、「お池の中に」の部分では、「お池の中に」
といって＜両手でがばっと捕まえる形をする＞が、実
践例では「おーいーけーのーなーかーにー」の部分の
言葉の音をのばしながら、＜子どもたちの手をつない
で、一旦小さく円になって縮み、次に「がばっ」と腕
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を広げて大きくなり、中から鯨等を出現させ、「ばっ
しゃーん ワーッ」と驚いて後ろにひっくり返り＞鬼
ごっこ遊び等に展開していくものである。
★展開例１：手遊び「でんでんむしどこだ」では、体
の上体を上下左右前後に変化させ、動きながら子ども
や保護者のそばに近づき、共にいる空間の雰囲気を変
化させる。いわゆる「空間のリラクゼーション」を
図っている。続く「はっぱの上に」の部分では、「こ
んにちは。お名前なあに」、等と話しかけることによ
り、子どもと保育者・子ども同士のコミュニケーショ
ン遊びに発展させている。さらに、相撲ごっこのまね
をすることにより、スキンシップ遊びにしている。ま
た、「お池の中に」の部分では、言葉の音をのばしな
がら、中から、鯨や鬼になるものを出現させ、鬼ごっ
こ遊び等に展開している。
このようにして単純な手遊びから、「コミュニケー
ション遊び」、「スキンシップ遊び」、「じゃんけん遊び」、
「変身・スキンシップ遊び」、「鬼ごっこ遊び」等、多
様に展開してみせると、学生は、それらをヒントに手
遊びは様々な表現活動に展開することが可能であるこ
とに気づくようである。一つの手遊びから、「子ども
と保育者との空間のリラクゼーション」・「コミュニ
ケーション遊び」・「スキンシップ遊び」というように、
展開することができる例である。
事例２：手遊びの展開例「小さな畑」
手遊び「小さな畑」の実践例では、テキストの原型で
は「小さな畑」「中くらいな畑」「大きな畑」の三段階
で、「ちいさな花が咲きました。 ぽっ」「中くらいの花
が咲きました。 ぱっ」「大きな花が咲きました。
ぼっ」と花を咲かせていた手あそび歌を次のように四
段階に変化させている。「小さな畑をよく耕してちい
さな種を蒔きました。ぐんぐんのびて春になって 小
さな花が咲きました。ぽっ」、＜中から何がでてきた
のでしょう？おやおや中からアリさんが出てきました
よ。あらっ、アリさんはどこに行ったかな？＞＜アリ
さんはトコトコ歩いてキャンディを中くらいの畑に運
んで行きました。よいしょ、よいしょ。トントントン。
中くらいの畑の門をたたいてアリさんは中に入って行
きました。＞「中くらいの畑をよく耕して中くらいの種
を蒔きました。ぐんぐん伸びて夏になって、中くらい
の花が咲きました。ぱっ」＜おやっ！今度は中から、
リスさんが出て来ましたよ。コロコロ、木の実を追い
かけてどこまで走って行くのかな？＞＜ヒューンと尻
尾を振ってリスさんは大きな畑の木に飛び乗りまし
た。＞「大きな畑をよく耕して大きな種を蒔きました。
ぐんぐん伸びて秋になって大きな花が咲きました。
ばっ」＜あれー。中からむくむくむくー怪獣が出てき
たよ。一緒にコロン コロンー 卵が出てきたよ。何
の卵かな？怪獣君は卵を追いかけて、コロコロ追いか
けて、どでかい畑にやってきました。＞「どでかい畑を
よく耕して、どでかい種を蒔きました。ぐんぐん伸び
て春になって、どでかい花が咲きました。」＜あれっ。
畑の中からむくむく むくむく。中からたくさんのお
花を咲かせた桜の木が出てきました。よかったね＞
★展開例２：手遊び「小さな畑」の展開例では、テキ
ストでは三段階の歌詞の展開をさらに四段階に変化さ
せ、即興的にイメージを変化させてストーリーを変え
ながら、自由に表現活動を創り出すプロセスを提示し
ている。実際にはありえないものの登場、次々にス
トーリーを展開させ、様々な表現活動に展開していく
事例である。この展開事例は、手遊び歌の中でこども
たちに問いかけ、畑の中から出てくるものを様々なも
のに変化させることができ、そこからさらにイメージ
が広がり新しい表現活動や遊びが生まれてくる可能性
を持っている。
事例３：手遊びの展開例「トントントントンひげじい
さん」
「トントントントンヒゲじいさん」では＜こぶしでひ
げの形をあごの下につける＞、＜こぶしでこぶを両頬
につける＞、＜こぶし二つを重ねて鼻にのせる＞、＜
こぶしでめがねを作り両眼につける＞、＜こぶしを二
つ頭にのせてウサギの耳にする＞という手遊びの表現
活動を次のように展開している。
＊「トントントントン ひげじいさん。ばさっばさっ
スタスタ」
＜ヒゲが落ちて、忍者に変身」
＊「トントントントン こぶじいさん コロコロ
ツーストン」
＜こぶが落ちてコロコロ隣の人にタッチしてくっつけ
る＞
＊「トントントントン天狗さん ビヨーン ボキッ」
＜天狗の鼻が伸びて折れる＞
＊「トントントントン 眼鏡さん ズリッ ズリッ」
＜眼鏡がずり落ちる様子をする＞
＊「トントントントン ウサギさん パタッパタッ」
＜ウサギの耳が折れる真似」
＊「ヒラ ヒラ ヒラ ヒラ 手はおひざ」 このよう
にして表現遊びの後、自然に静かにお話を聞くポーズ
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をとる。手遊びによる集中活動の中に、「バサッ バ
サッ」と＜ひげが忍者に変身する遊び＞の表現を取り
入れたり、「コロコロ ツーストン」等と＜頬からコブ
が取れてころがったコブが保育者にくっつく＞
★展開例３：手遊びの展開例：「トントントントンひ
げじいさん」では、ユーモラスな表現遊びを楽しんだ
後、自然に静かにお話を聞くポーズがとれるように考
えられている。これは、ワンパターンになりがちな、
手遊びによる集中させる活動の中に、ひげが忍者に変
身する遊びの表現を取り入れたり、頬からコブが取れ
てころがったコブが保育者にくっつくスキンシップ遊
び等を取り入れながら、自然に静かになれるように工
夫したものである。この事例は、言葉で子どもたちの
行動をコントロールするのではなく、遊びの中で楽し
みながら動くことで、子どもの体の中から自然に静ま
る行動になっていくように取り組んでいる手遊びの展
開例である。
事例４：手遊びの展開例「カチカチとけいさん」
「カチカチ とけいさん」では、「カチカチ動くとけい
さん」の後に
「七時になったら起きましょう。イチッ ニイッ サ
ン おはようございます」
「十二時になったらお弁当。キュッ キュッ いただ
きます」
「三時になったらおやつです。ゴクン ゴクン 牛
乳」
「九時になったらパジャママン バタン キュー。お
やすみなさい」と時計の時間と生活時間を組み合わせ
て子どもに時間を覚えやすくし、数字のイメージを浮
かべ易く擬音擬態語を入れて歌詞を構成している。
展開例ではさらに次のような取り組みをしている。
「カチカチ 動く時計さん」の前に、「チクタク、 チ
クタク、 チクタク・チクタク・チクタク・チクタク
…」と、時計が休まず一生懸命動いているようすを＜
カイグリ・カイグリの動作をくりかえす＞ことによっ
て時計の刻みのイメージを体感させ、そこから日常生
活の時間と＜起床、食事、昼食、おやつ、就寝＞とい
う生活リズムを認識していくようにしている。
★展開例４：手遊びの展開例：「カチ カチ 時計さ
ん」では、時計が休まず一生懸命動いているようすを
＜カイグリ・カイグリの動作をくりかえす＞ことに
よって子どもの体に時計の刻みのイメージや、「時の
流れのイメージ」を体感させ、そこから日常生活の時
間と＜起床、食事、昼食、おやつ、就寝＞という生活
リズムを認識していくようにしている。これは、手遊
び歌と動きの表現遊びの中で、時計や時間のイメージ
を深めていくようにしている例である。さらに、時計
の規則正しい音や働きから、イメージを広げることに
より、変身なりきりあそびへとダイナミックな遊びに
展開させている。このように、時間認識のための手遊
びと思われるものから、動きを引き出す言葉やイメー
ジを広げる擬音や擬態語を用いることにより、子ども
たちに積極的に表現遊びのイメージを発信することが
できる例である。
事例５：手遊びの展開例「お弁当箱」・「サンドイッチ」
お弁当箱の手遊びとサンドイッチの手遊びは同じ唱え
歌のリズムで歌われるもので、歌詞を数字の音読みと
連動させて指で表現する手遊びである。
＊お弁当箱：「これっくらいの おべんとう箱に お
にぎりおにぎりちょいとつめて」の次にくる歌詞「ニ
ンジン(2)・さん(3)」、「さくらんぼ(3)・さん(3)」、「し
いたけ(4)・さん(3)」、「ごぼう(5)・さん(3)」、「穴のあ
いたれんこん・さん(3)」、
と、ここまでは歌詞を数字の音読みと連動させており、
最後のフレーズだけは、「すじのとおったふーき」＜腕
をなぞり、息を吹きかける動作と最後にパンと拍手す
る＞と動作で締めくくっている。この歌詞と数字の音
読みの連動をさらに変化させるため、逆に歌詞から数
字をイメージして考案することができる。それが次の
展開例である。
「ぶ(2)・どう(10)さん(3)」、「みかん(3)・さん(3)」、
「よー(4)なし(74)さん(3)」、「こん(5)にゃく(29)さ
ん(3)」「ぎゅう(9)にく(29)さん(3)」と、多様なイメー
ジと数字の音読みの言語への変換行為をしていく例で
ある。
これは、サンドイッチの場合も同様に展開できる。
「これっくらいの お弁当箱に サンドイッチ サン
ドイッチ ちょいとつめて からしバターに粉チーズ
かけて」の次にくる歌詞の数字の音読みと歌詞の変化
による展開例である。「いち(1)ご(5)さん(3)」、「はむ
(86)さん(3)」、「まるいまるい さくらんぼ(39)さん
(3)」、そして、御弁当箱と同じように「筋の通ったベー
コン」は、＜腕をなぞり、あかんべーをし、コンと頭
を自分のゲンコツで軽くたたくまねをする＞という動
作で締めくくっている。
「お弁当持ってピクニックに行こう。」「何が入って
いるかあてっこしよう」、「好きなものだけじゃなくっ
て、何でも食べて強くなるぞ」などといろいろお話し
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ながら、楽しく遊ぶことができる。
★展開例５：手遊びの展開例「お弁当箱・サンドウィ
ッチでは、歌詞を数字の音読みと連動させており、最
後のフレーズは、同じ動作で締めくくり反復すること
により、子どもにとって親しみやすくしている。この
歌詞と数字の音読みの連動をさらに変化させるため、
この数字と歌詞の連動の逆にも歌詞から数字をイメー
ジして考案することができる。
このように、多様なイメージと数字の音読みの言語
への変換行為が展開できる。これは、サンドイッチの
場合も同様である。これは数字の音読みが、様々な食
べ物のイメージを連想させ、言葉遊びの展開を広げて
いく働きをしている展開例である。
事例６：手遊びの展開例「１と１」
＊「１と１でアリさんの拍手」、「２と２でかにさんの
拍手」「３と３で猫さんの拍手」、「４と４で蛸さんの拍
手」、「５と５でみんなの拍手でお話はじまるよ」
＊「１と１をあわせるとピノキオになっちゃうよ」、
「２と２をあわせるとチップとデールになっちゃう
よ」、「３と３をあわせるとドナルドになっちゃうよ」、
「４と４をあわせるとダンボになっちゃうよ」、「５と
５をあわせると、ミッキーマウス、ミッキーマウス、
ミッキーミッキーマウス」
＊「１と１でマッチ売りの少女」、「２と２で猿蟹合戦」、
「３と３で３匹の子豚」、「４と４で白雪姫」、「５と５
で絵本を開いてお話はじまるよ」
＊「１と１でばいきんマン」、「２と２でセーラームー
ン」、「３と３で３匹の子豚」、「４と４でウルトラマン
とんでーった」、「しゅわっち＜５と５の手でしゅわっ
ちのポーズ＞」
★展開例６：手遊びの展開例「１と１」は、数字の指
の形から様々なキャラクターや絵本の主人公などのイ
メージを展開させている例である。これは同じ言葉の
繰り返しであるが、子どもたち自身もキャラクターへ
の変身ごっこ遊びへも展開できる。数字の指の形から
さまざまなキャラクターや絵本のイメージの世界を想
像させながら、新しい遊びのイメージを膨らませ、新
しい遊びの世界に発展させているものである。
事例７：手遊びの展開例「トントントン…アンパンマ
ン・ドラえもん・鬼太郎等のアニメのキャラクターに
変身・展開」
＊アンパンマン：トントントントン…アンパンマン、
食パンマン、カレーパンマン、バイキンマン、ドキン
ちゃん、「僕チーズワン」で締めくくる。
＊ドラえもん：トントントントン…ドラえもん、ノビ
タ君、スネオ君、ジャイアン、ドラミチャン、「ひら
ひらひらしずかちゃん」で締めくくる。
＊鬼太郎：トントントントン… 鬼太郎だ、ねずみ男、
砂かけばばあ、一反木綿、塗り壁だ 目玉親父。「おい
鬼太郎」で締めくくる。これらの展開例は、オリジ
ナルのアニメに登場するキャラクターが、「ひげじい
さん」の手遊びをもと歌として展開されたものである。
★展開例７：手遊びの展開例：これらの展開例は、オ
リジナルのアニメに登場するキャラクターが、「ひげ
じいさん」の手遊びをもと歌として展開されたもので
ある。子どもたちは「アニメの世界、それぞれのキャ
ラクターの世界」のイメージをすぐに感じ取り、その
イメージの世界に容易に入りこみながら、変身遊びの
きっかけをつかんでいく事例である。
事例８：手遊びの展開例「おさかなはねた ピョン」
＊「おさかなはねた ピョン」＜両手で拍手をしなが
らお魚の形を作り、左右に揺らした後、ピョンの言葉
を合図に両手を頭に乗せ帽子の形を作る＞「頭に止
まった 帽子」
＊「おさかなはねた ピョン」を繰り返し、「ピョン」
で肩・腕・耳・目・鼻・口・足・背中・お尻等、両手
の止まる場所により、＜リュック・時計・イヤリン
グ・マスク・靴・ランドセル・パンツ等に変化させて
いく＞
★展開例８：手遊びの展開例：これは、「おさかなは
ねた ピョン」という言葉と両手の動きを連動させ、
次々に「おさかなが色々なものに変身していく遊び」
である。子どもにとってすぐに真似して遊んでいる手
遊びである。また、この手遊びは、お帰りの支度や、
遠足、給食の準備の時にも、子ども達が楽しみながら
支度の確認を手遊びを使ってする活動にもなっている。
言葉で伝えるだけでなく、遊び歌や動きと一緒に子ど
もの興味を引きながら伝えることの出来る歌遊びであ
る。
芋手遊びの展開その２
保育実践総合化への第一段階の事例をもとに、更に
様々な要素を加えて総合化への手がかりを探るための
実践事例を示す。
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第二段階展開例１：でんでんむし
★変身・鬼ごっこ遊び＜かたつむりと大男の知恵比べ
＞：保育者が葉っぱの中からスポンジで作ったかたつ
むりの赤ちゃんを出現させ、「わーっ鷲さんに食べら
れちゃうよー。急いで葉っぱの下に隠れよう！」「急い
で変身変身！」＜子ども達は魔法の木である保育者の
ポーズを真似て、隠れる。同じポーズをしている20数
える間は捕まらない約束をしておく。＞
＊＜保育者はスカーフを身に纏い、魔法の木に変身。
子ども達は20数える間に、秘密基地まで這って見つか
らないように逃げる＞◎段ボールの箱を重ねてあらか
じめ秘密基地を作っておき、保育者が大男の足音を真
似て段ボールの太鼓を叩く。
「大男とかたつむりのなぞなぞ対決。」
「なぞなぞ三つ答えられたら、ここから逃がしてあげ
よう。間違ったら、おだんごに変えて食べちゃうぞ。」
パネルシアターの「卵あてクイズ」＜様々な模様の
大・中・小の卵をパネルの上に出して、親子あてクイ
ズ＞
間違えたら、「食べちゃうぞー！」と大男。子ども達は
「食べられないように変身！」＜スカーフをかぶりト
ウガラシ団子に変身！＞＜梅干し団子に変身！＞等大
男を困らせる。「参った、参った。ごめん。ごめん。」
「ああよかった。助かった。」＜子ども達は事前に環
境設定してあるかたつむりの家に帰る。＞
★変身・鬼ごっこ遊び＜かたつむりと大男の知恵比べ
＞では、このようにして、はっぱの中から出現させた
かたつむりの保育教材を導き手として、変身・鬼ごっ
こ遊びに展開、突然段ボールの太鼓の音で大男を出現
させ、パネルシアターを使っての卵あてクイズに展開
する。さらに、段ボールの太鼓の音で大男を出現させ、
パネルシアターを使って卵あてクイズ、なぞなぞ遊び
から変身ごっこ遊びに展開していくことができる。こ
の活動は保育教材を用い、子ども達を空想の遊びの世
界に誘い込むことにより、子どものイメージの世界を
探求していく取り組みである。ここでは、手作り楽器
を用いながら、子どもたちに「物体から音を引き出す」
活動に対する興味も組込んでいる。知らず知らず、遊
びの中で聞こえていた音の世界に興味を持ち、次の遊
びの世界への準備となっている。パネルの上に出現し
た色々な動物や怪獣などもまた、新しい遊びの活動の
入り口になっている。
第二段階展開例２：おさかなはねた ピョン
★変身・ごっこ遊び
＊「おさかなはねた ピョン」＜両手で拍手をしなが
らお魚の形を作り、左右に揺らした後、ピョンの言葉
を合図に両手を頭に乗せ帽子の形を作る＞「頭に止
まった 帽子」
＜帽子：運転手さんの帽子・コックさん・お姫様・工
事の監督さん・野球の選手・消防士・バイキンマン・
うさぎさん等、頭に載せる帽子を様々に変化させて、
それぞれの職業や、キャラクターの動きから変身ごっ
こ遊びに展開していく。＞
運転手さん：「出発、進行！今日はみんなで動物園に
行こう！」
＜様々な素材を使い、お弁当作り：動物園のお友達の
お弁当作り：ぞうさんの大きなお弁当・おさるさんの
お弁当・アリさんのお弁当・お友達のお弁当＞
＜帽子をかぶることにより、電車やバスの運転手さん
に変身し、ゴ―ゴ―電車遊び・バスごっこなどをして
遊ぶ。＞
このように頭に様々な帽子を載せることをきっかけ
に、ごっこ遊びや、制作遊びに展開していくことがで
きる。
＊「おさかなはねた ピョン」＜両手で拍手をしなが
らお魚の形を作り、左右に揺らした後、ピョンの言葉
を合図に両手を目に置いて眼鏡の形を作る＞「おめめ
に止まったメガネ。あれれれー！これは不思議。不思
議なメガネになっちゃった」
＜遠くを見るまねをして、突然小石を入れた箱を揺ら
し、海の波の音を響かせる。＞
「わーい、海に来ちゃったよ。みんなで泳ごう。」
＜今度は段ボールの箱を叩き、南の島のお祭りを表現
する。＞
「今日は南の島のカメハメハ大王の誕生日。みんなで
お祝いの踊りをしよう」
＜子ども達は自分の作った手作り楽器を持ち、踊りな
がら、大王にバナナや、お花や、マントやお面等のプ
レゼントをあげる。事前に準備してある壁面にお花や
果物などを飾る。また、子どもと等身大の人形にお面
をかぶせたり、マントを着せたりして、次の遊びの展
開に結びつくようにする＞
＊＜翌日は、忍者や、魔法使いに変身して遊ぶことも
できる。＞
＊「おさかなはねた ピョン」を繰り返し、「ピョン」
で肩・腕・耳・目・鼻・口・足・背中・お尻等、両手
の止まる場所により、＜リュック・時計・イヤリン
グ・マスク・靴・ランドセル・パンツ等に変化させて
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いく＞
★これは、「おさかなはねた ピョン」という言葉と両
手の動きを連動させ、次々に「おさかなが色々なもの
に変身していく遊び」である。この遊びはさらに、お
帰りの支度や、遠足、給食の準備の時にも、子ども達
が楽しみながら支度の確認を手遊びを使ってする活動
にもなっている。さらに、もう１段階発展させて展開
した例として、前出した三つの事例を見てみる。また
「おさかなはねた ピョン」は変身・ごっこ遊びとし
て展開でき、ピョンの言葉を合図に両手を頭に乗せ帽
子の形を作る。そこで頭に載せる帽子を様々に変化さ
せて、それぞれの職業や、キャラクターの動きから変
身ごっこ遊びに展開していくことができる。さらに、
キャラクターのおはなしにより、いろいろな声がけで
新しい遊びに展開できる。また、様々な素材を使い、
制作活動や、様々なごっこ遊びにも展開できる。
第二段階展開例３：小さな畑
★お話づくり・劇遊び
＊小さな畑と三つの扉
＜小さな畑に種をまき、中から、何が出てくるかなと
問いかける。布で作った床に色々なスカーフを「魔法
のポット」に見立てて置く。 保育者と子どもは歌いな
がら事前に作った種をまき、芽を出し、花を咲さかせ、
魔法のポットのスカーフを使っていろいろな実に変身
する…＞
「何の種かな？」
「中から不思議な音が聞こえるよ。何だろう？」
「ブーン僕のは飛行機の実だったよ」
「ガオー、僕はライオンさんの実だったよ」―
＜子ども達が自由に自分がなりたいものの実になる。
あらかじめ、遊戯室に動物の木や乗り物の木など仕掛
けをした様々な木を作っておき、実に変身した子ども
が集まると、仕掛けをした木が現れる。子ども達が集
まった木が自分が変身したものと違う時は、10数える
うちに自分と同じ木を探して逃げる。＞
＊「何の種かな？」
「中から不思議な音が聞こえるよ。何だろう？」
「あれ。中から小人さんが出てきたよ。小さな太鼓を
持っているね。そうか、あれは、太鼓の音だったんだ。
みんなも一緒に音楽会。」
「小人さんがくれた種でマラカス作りをしよう。」
「僕は大太鼓を作るよ。みんなは何が作りたい？」
＜いろいろな動物を出現させ、様々な楽器を持たせる。
同時に手作り楽器を準備しておき、子ども達に選ばせ、
制作活動。＞
＊＜大きな畑に種をまき、中から、何が出てくるかな
と問いかける。床の上に紙テープや新聞紙などで大き
な畑を作っておく。＞
「おやおや、いいにおいがしてきたぞ。かな。」
「クンクン、うまそう。」「これは何の匂いかな？」
「あれあれー、これは大きなお弁当だ。きっとぞうさ
んのおべんとうだね。」
「ぞうさんは何が好きなのかなー？」
「きっとスイカだよ」
「リンゴだよ」
「ご飯も食べなきゃだめなんだよ」・・・・。
「明日はみんなのおいしいお弁当を作ろうね。」・・。
＊「食べたら歯磨きシュシュシュ」
＜歯を磨こう…子どもたちが歯磨きをするための導入
の活動にも展開できる。＞
★この事例は、手遊びを展開していく中で子どもと向
き合い「応答」していくことを重視した保育実践例で
ある。ここでは、保育者が子どもたちに問いかけ、そ
こから生まれる様々なイメージを引き出し、総合的な
遊びへと展開している。
「小さな畑」に種をまき、保育者が「何が出てくるか
な」・「何の種かな？」・「中から不思議な音が聞こえる
よ。何だろう？」「おやおや、いいにおいがしてきた
ぞ。」
「クンクン、うまそう。」「これは何の匂いかな？」等
と子どもたちに問いかけ、そこから生まれる様々なイ
メージを引き出し、総合的な遊びへと展開している。
また、布で作った床に色々なスカーフを「魔法のポッ
ト」に見立てて置いたり、事前に「種」を作っておい
たり、園庭から種のようなものを探してくる。あらか
じめ、遊戯室に動物の木や乗り物の木など仕掛けをし
た様々な木を作っておき、実に変身した子どもが集ま
ると、仕掛けをした木が現れる。床の上に紙テープや
新聞紙などで大きな畑を作っておく。そばに、子ども
達が様々なお弁当作りができるように、素材を準備し
ておく。
このように環境構成をすることにより、子ども達の
イメージは自由に広がり、動物や「ごっこ遊びの主人
公」などに変身したり、遊びの世界に浸ることができ
る。
また、イメージを広げていく中で変身遊びや、お店
屋さんごっこ、ままごと遊び、収穫遊び、虫取り遊び、
手作り楽器遊び、鬼ごっこ遊び、集団遊びなど、様々
な遊びの世界を広げていくことができる。
斉藤 葉子 大木みどり50
462－ －
鰯保育所における責任実習について
図１－１責任実習実施回数
図１は、保育所における責任実習の回数を示したも
のである。
図１－２ 責任実習の対象年齢
図１－２は、保育所における責任実習の対象児の年
齢を示したものである。
図２は、責任実習における事前学習の効果について
示したものである。
図１－１、図１－２、図２は、平成21年７月に、２
年次学生110名に対し、同年６月に実施した保育所実
習後、アンケート調査した結果である。
これより「保育実習Ⅱ」において、責任実習の回数
は55％が１回であり、27％が２回となっている。また、
対象年齢については、５歳児が31％、４歳児が29％と
６割が年長・年中児となっている。
これらの責任実習で、役に立った事前実習として最
も多いものが「手遊び」であり、88.2％と約９割の学
生が役に立ったと答えており、保育実習における「手
遊び」活用度の高さがうかがえる。
このように保育場面で活用度の高い「手遊び」の可
能性を広げ、子ども達の遊びの世界を豊かにするため
の展開の仕方を探っていくことは非常に重要なことと
考えられる。
Ⅳ．結 論
１．手遊びの展開事例について
保育活動は、保育者にとり、子どもとの即興的な関
わりの連続である。手遊びは、様々な展開の中で、即
座に子どもの心を引き付け、遊びの世界に誘い込み、
さらに子どもが自分たちの遊びの世界を広げていく
図２ 責任実習における事前学習の効果
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きっかけを与えている。そのためにも、保育者自身が、
イメージを膨らませ、様々な遊びの世界を楽しんで探
求していく意識と行動が求められる。そのことはまた、
子ども達の自由な遊びの展開につながっていく。手遊
びは子どもと保育者が気楽に、構えないで取り組むこ
とのできるあそびである。
手遊びの展開例その１の結果より、次のことが明ら
かになった。
・手遊びは何も他に用具を用いず、子どもと一緒に
楽しんで遊びながら様々なイメージを膨らませ、
新しい遊びに発展できる。
・「空間のリラクセーション」・「コミュニケーショ
ン遊び」・「スキンシップ遊び」・「変身・表現遊び」・
「ごっこ遊び」・「鬼ごっこ・集団遊び」等、様々
な遊びに自由に展開していくことができる。
手遊びの展開例その２では、言葉や動きの変化に
音や物等の様々な素材を加えることにより、また環
境構成をすることにより活動が発展継続していくこ
とが示唆された。
２．手遊びの素材としての可能性
手遊びの展開事例では、様々な素材を入れて遊びを
展開することも可能であり、新しい遊びの世界を広げ
ることができる。
表現Ⅱの授業における手遊びを素材とした表現活動
は、「色々なイメージが手遊びの中から生まれ、手遊び
の様々な展開遊びを作り出す実践活動をしていく中で、
実習において「子どもの心に寄り添う関わり」や子ど
もの「心のサインを受け止めていくきっかけ」を得る
「共に遊ぶ遊びの場」を作り上げていると思われる。
アンケート調査結果においても、実習の事前学習で
最も役に立ったものとして、手遊びがあげられ、
88.８％の学生が、「役に立った」と答えている。このよ
うに、手遊びは保育実践において多く用いられるもの
であり、表現Ⅱの授業において、「手遊びを素材」と
して「イメージを引き出し、即興表現に展開し、様々
な遊びに展開する活動を体験したこと」が「役に立っ
た」と回答した結果に結び付いていくのではないかと
思われる。さらに保育実習や保育現場の実態を調査し、
実践指導に生かせるようにしていくことが大切である
と考える。
３．「手遊び」実践における即興表現の重要性につい
て
表現Ⅱの授業における「手遊びの展開をもとにした
保育実践」を通し、「保育を展開するためのイメージ」
が重要な働きをしていることに気づかされる。そして
そのイメージは、保育の中で、子どもとの瞬時になさ
れる身体的応答、判断によって展開されていく。
このように、保育において保育者が瞬時にその場に
おいて子どもとどう関わるかについては、即興表現が
重要な要素となっている。
また、保育において保育者が子どもの心と「応答」
していこうとする姿勢は、子どもの心に寄り添って保
育に臨む姿勢と一致する。そこで手遊びは、子どもの
心に応答していくための重要な要素を持っており、
「手遊びを素材とした即興表現活動」は子どもの「心
のサインを受け止めていく場」を作り上げている。こ
の実践は、将来、幼児教育者・福祉従事者として専門
職に就く学生にとり、重要な取り組みと思われる。
Ⅴ．今後の課題
・保育実践における総合化への手がかりとして、授業
における手遊び実践の指導上の課題を探る。
・子どもの心に届く言葉・動きやイメージを引き出す
言葉について、実践活動を通して研究していく。
・手遊びを素材として、言葉・イメージ・動きの即興
表現活動の展開を実践活動を通して探る。
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SUMMARY
YokoSAITO,
MidoriOOKI:
Weconductedaquestionnaireonoursophomorestudentsafternurserypracticalexercisein2009.
Theresultsareasfolows.
88.8%ofoursophomorestudentsthinkthatTEASOBIisusefulfornurserypractices.
TEASBIhascometobelongtocertainmovements,sometimesofthefingersandhands,sometimesofthe
wholebody.TEASOBIlinksthewordstotheirmeaningsinawaywhichencouragesrealunderstandingoflanguage.
Moreover,TEASOBIdrawsouttheirself-expression,andcreativedevelopmentofplayingin
nurserypractices.
TEASOBIisimportantforimprovisationandcreativeimaginationinthenurserypractices.
TEASOBIisusefulwaytogetclosewithchildrenandtocreatefavorablecircumstancesforchildren.
(UyoGakuenColege)
FocusingonTEASOBIforImprovisationandCreativeImaginationintheNurseryPractices
－ACaseStudyBasedontheCreativeActionandtheExpressionofTEASOBIintheNurseryPractices－
